
ふれあいバス玄海線BRTにおける
新規系統の開設について

都市再生部 都市再生課

地域公共交通政策室

報告事項（２）



公園通り

宗像大社

森林都市

くりえいと

光岡

道の駅

西鉄バス 玄海～東郷線の一部路線

〔神湊波止場➤東郷駅〕 ６便
１便 ７時22分 → ７時46分
２便 ９時12分 → ９時43分
３便 １１時10分 → １１時41分
４便 １３時39分 → １４時10分
５便 １５時21分 → １５時44分
６便 １６時51分 → １７時14分

〔宗像大社前➤東郷駅〕 ２便
１便 ８時16分 → ８時31分
２便 １８時00分 → １８時14分

〔東郷駅➤神湊波止場〕 ６便
１便 ８時38分 → ９時07分
２便 １０時31分 → １１時00分
３便 １３時12分 → １３時35分
４便 １４時50分 → １５時13分
５便 １６時20分 → １６時43分
６便 １８時30分 → １８時53分

〔東郷駅➤宗像大社前〕 ２便
１便 ７時51分 → ８時03分
２便 １７時32分 → １７時44分

東郷駅行

宗像大社・波止場行

西鉄バス（玄海～東郷線） 平日ダイヤ 運行路線
廃止路線
廃止予定路線
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新規系統開設の考え方

森林都市

光岡

市役所

道の駅 公園通り

宗像大社

神湊

鐘崎

ひかりケ丘

くりえいと

❷ 朝のみ

❷ G02系統（中町公民館 ～ 赤間駅）

❶ G01系統（赤間駅 ～ 東郷駅）

❶ 日中～夜間

❸ 新規系統

❸ G03系統（神湊波止場 ～ 東郷駅）
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朝（6時～9時） 日中 考え方

〇６時、７時の便で赤間駅や東郷駅へ向

かう通勤・通学者の利用。

〇市内小中学校への通学利用（玄海東小、

河東西小、河東中の児童は7時台後半

利用）

〇通院・買物などで利用する生活移動が

中心（スーパー付近やくりえいと付近）

〇宗像大社や離島への観光利用

〇市内小中学校への下校時の利用（玄海

東小、河東西小、河東中など）

●平日は、朝の時間帯の利用者が多い

ため、通勤・通学者が利用できるような

路線を構築

➤ダイヤや車両を検討

●日中は生活利用、観光地への移動がし

やすい路線を構築

➤施設の利用時間や渡船との接続を考

慮したダイヤの検討

●乗り継ぎがしやすい運行便数の確保

➤定時性や便数を確保するため、赤間駅

‐東郷駅間を快速ダイヤにて運行

〇通勤・通学利用では各時間帯で約２０

人程度の利用が見込まれる（6,７時台）

〇市内小中学校への通学利用者は、地

域や学校への聞き取りにより以下の人

数が見込まれる。

・玄海東小：岬や池野から各１０人程度

・玄海小・河東西小：各約１０人程度

〇宗像大社や離島などの観光地への乗

降客が多い

〇通学に利用している児童の下校時の

利用は時間帯が分散し乗車

〔概要〕
本路線は、宗像市における地域公共交通ネットワークの将来イメージに基づき再編するもの。

時間帯

乗車人数

〔本路線の目的〕

☑中心地（赤間駅・東郷駅）や地域拠点への移動手段の確保

☑市内外の通勤、通学者における市内の移動手段の確保

☑来訪者の観光地への移動手段の確保（宗像大社・道の駅など）

ふれあいバス玄海線BRTについて（参考）

前年、
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宗像市地域公共交通ネットワークの将来イメージ

鐘崎神湊

教育大前駅

宗像大社

鉄道・
広域路線バス

広域路線バス

赤間駅

鉄道・
広域路線バス福

岡
方
面

北九州
方面

福
岡
方
面

路線バス

東郷駅

役割 交通サービス

幹 広域交通 鉄道、広域路線バス

枝 幹線交通 路線バス、BRT

葉 支線交通 公共ライドシェア
オンデマンドバス

タクシー

乗継拠点

中心拠点

広域路線バス

自動運転
エリア

宮若方面

ＢＲＴ

ＢＲＴ

くりえいと

ひかりヶ丘

公園通り

大島 地島

公共ライドシェア
or オンデマンドバス

オンデマンドバス

市役所

宗像ユリックス

光岡 森林都市
バスセンター

日赤看護大

各乗り継ぎ拠点への
交通手段として導入を検討

将来イメージ図

公共ライドシェア 公共ライドシェア

公共ライドシェア
公共ライドシェア

公共ライドシェア 公共ライドシェア

公共ライドシェア

オンデマンドバス

ＢＲＴ（バス高速輸送システム）

地域の生活拠点や交通結節点等

の主要箇所のみ停車する高速輸送。

停留所が少ないため、停車時間が

短く、遠回りの必要もなくなり、通

常の路線バスに比べ、目的地周辺

までの定時性や速達性が向上。
自由ヶ丘南
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